
様式２

　　　　評価の具体項目

研
究
・
研
修
課

●客観的なデータをもとに
設定した、学習内容（つけ
たい力）と指導方法を検討
しながら授業や現場実習が
行われているか。

●学力の定着や向上が見
られる。
●現場実習を通し、より
卒業後を見据えた学習指
導が行われている。

●映像やチェックシートをもとに
実態把握と授業改善を行ってき
た。
●客観的なデータと学習内容や指
導方法の妥当性について検証する
必要がある。
●現場実習後の反省で、毎回同じ
ような内容が出てくる。

●発達の過程、卒後の姿等
を意識し、幼児・児童の学
びについて話し合う場面が
見られるようになってきた
が、より具体的な指導の改
善につながるような視点の
整理が必要である。
●動画を使った複数教員で
の評価が以前に比べてよく
行われるようになったが、
客観性を持たせるための評
価のあり方の改善が必要で
ある。

●研究２年間の取組みにより、客
観的データを複数の教師の目で検
証し、必要な力を整理しながら授
業改善が進んできている。更に、
子どもの変容が分かる記録をとり
検証しながら、学習を評価・改善
していく力を伸ばしていくことが
必要である。

●ねらいに対する映像を学期末
や学年末に撮り、有効な映像記
録を残していく。

●研究のまとめとして、１月に
外部講師を招き全員参加の授業
研究会を実施し、今後の授業改
善につなげていく。

Ｂ

Ｃ

Ｂ

●引き続き個別の会を設定し、
学習内容と指導方法の検討を重
ねていく。
●連携図の中に現場実習に関係
する項目を設定する。
●授業公開を促進するととも
に、少人数でも学部内で見合う
ことができるよう指導体制の配
慮を行う。

●連携図を活用した授業作
り、学習の記録を動画や画
像でとり検証することが定
着しつつある。学習の変容
が分かる記録の撮り方や
データの整理に課題があ
る。
●研修会に招いた外部講師
に授業を公開し、指導・支
援について直接指導助言を
もらい、授業改善に活かす
ことができた。

●個別の学習では動画をも
とに評価基準が明確になり
つつあるが、合同の学習で
の評価については十分とは
いえない。
●個別の指導計画、連携
図、自立活動の記録、年計
に一貫性が出てきつつあ
る。

●個別の会を設け指導方法
や現場実習後の取り組みに
ついて話し合うことができ
た。
●一人ひとりに視点をあて
ながらも、一斉授業の難し
さがある。
●約４割の教員が授業公開
することができた。

●子どもの変容が分かる記録(動画等)
をとり検証する。
●連携図や授業の根拠となる資料を活
用し、学習のねらいを明確にして取組
む。
●外部講師を招いた授業研究会を実施
し、指導助言を授業改善に活かす。

●個別の会を設定し学習内容と指導方
法の検討を行う。
●授業者支援会議等を利用しながら、
より多くの授業を公開する。
●より良くできる方策を準備し現場実
習を実施するとともに、出てきた課題
解決に向けて、授業でどのように取り
組むかグループで話し合いを行う。

●客観的データに基づく実
態把握から、個の発達や障
がい特性に応じた適切な目
標と学習内容を設定し、指
導・支援の工夫ができた
か。

●学習指導、生活指導等において、学
びの系統性や将来像を意識した目標設
定、指導、支援等がなされているか見
直す。
●幼児･児童の学びに対する客観的評
価、学びの見とりについて研修を深め
る。

●チェックリストの活用等によ
り、幼児・児童の実態把握は適切
に行われているが、発達や学びの
系統性を踏まえた目標設定、学習
設定には改善が必要である。

●からだの発達や学びの
系統性をとらえ、幼児・
児童に今必要な指導・支
援が行われている。

●客観的評価に基づき、発
達や学びの系統性を見据え
た指導となるように改善を
行っているか。

●映像記録による評価や目標設定
はできつつあるが、発達や障がい
特性に応じた授業づくりのため
に、連携図の活用、指導内容の一
貫性、系統性については、十分と
はいえない。

●複数の教員で話し合って、生徒一人
一人の学びの系統性をを確認し、適切
な目標や学習課題を設定、提示する。
●学習グループの会で、チェックリス
トや連携図をもとにねらいを明確にし
た授業づくりができるように話し合
う。

●客観的な実態把握に基づ
き、適切な目標や学習課題
を設定し学習のねらいを明
確にして授業改善を行って
いるか。

●映像記録を効果的に活
用して指導の評価を行
い、適切な目標や学習課
題の設定に活かす。連携
図をもとに授業のねらい
を明確にし、発達や障が
い特性に応じた授業づく
りを行っている。

Ｂ

●ＴＴ会で動画を見ながら生徒
一人一人の評価基準を明確に
し、次の目標設定につなげる。
●連携図をもとに指導者一人一
人が妥当性のある目標を立てて
指導に当たっているか、ねらい
の一貫性はどうかを個別の会で
確認する。

評　価　結　果　　　（　１０　）月
現状 改善方策評価目標（年度末の目指す姿）

今年度の
重点目標

目標達成のための方策
年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

１　幼児・児童・生徒一人一人の発達と障がい特性に応じた教育に努める。
２　保護者や地域の期待と願いに応える。（ニーズの把握と情報提供）
３　センター的機能を推進する。
４　情報機器活用（iPad）を推進する。

評価項目 経過・達成状況

一人一人に視点
をあてた教育の
充実

幼
・
小
学
部

中
学
部

高
等
部

●客観的データを複数の
目で検証することによ
り、個の発達や障がい特
性に応じた必要な力をつ
けるために、適切な目標
と学習内容を設定した授
業が行われている。

平成２６年度　　自　己　評　価　表　　

中長期目標
（学校ビジョ

ン）

鳥取県立皆生養護学校

学び、輝き、感動のある学校
幼児・児童・生徒が充実した学校生活を送り、個々の可能性を伸ばし、より良
く生きることができるようにする学校
　 《 １８歳で自立できる人を育てる 》
～将来を見とおした今のＱＯＬの向上～
 

●キャリア教育の全体計画を活
用して幼児児童の将来像を意識
するとともに、学びの履歴、発
達の系統性、将来像を語り合う
会をクラスごとに学期に１回以
上持つことで、指導、支援を改
善する。
●評価についての学部研修会を
持ち、評価のあり方について実
践をもとに議論し、評価力を高
める。



様式２

教
科
等
指
導
部

評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し

〔100％〕 〔80%程度〕 〔60%程度〕 〔40%程度〕 〔30%以下〕

センター的機能
の推進

ニーズに対応で
きる専門性の向
上

自
立
活
動
部

進
路
指
導
課

●引き続き主訴の整理、目的の
明確化を図るところから、ス
ムーズな支援につなげる。
●校内外問わず、就学相談につ
いての周知をホームページ、掲
示、研修、相談時の再確認など
の方法ですすめる。

Ｂ

●主訴の整理、目的の明確
化を図り、他機関へのつな
ぎ等行っている。
●ニーズや主訴を聞き取
り、専門性を生かした支援
連携ができつつある。
●就学相談の流れの説明や
PR不足があり、周知が不十
分である。

18歳の自立を見
据えた進路指導
の充実

Ｂ

●実際に校内でiPadを活用して
いる授業の実践事例を研修で発
表･紹介を行う。また、iPadの
実践事例集を作成する。
●iPadの管理･活用に関して、
さらに円滑に運用が行われるよ
うに、iPadの活用に関するニー
ズに応えられる組織体制の整備
を行う。

●支援システムによる授業
公開、事前事後の検討会を
開き、授業の改善に努めて
いる。
●学習達成度チェックリス
ト（国、数/算）を作製、児
童・生徒の客観的データ収
集の一助にしてもらうよう
提案したい。
●全校で共通理解を図るた
め、年度初めに本校の「各
教科等を合わせた指導」に
ついての研修を実施した。
●各型ごとの先生方に意見
を聞きながら、今年度の年
間指導計画を試案の様式で
作成し、分掌内で検討を
行った。

Ｃ

●教科等の公開授業の際に、支
援システムも使用するよう働き
かける。
●学習達成度チェックリスト
（国、数/算）の検討を行い、
皆生版のチェックリストにして
いきたい。
●次年度初めに共通理解する必
要のある事項について、研究
（Ⅱ型グループ）の内容も含め
まとめる。
●次年度の年間指導計画を新様
式で作成するため、３学期に見
本を作成し提案をする。

教
育
相
談
課

●客観的データを基に教科
の各児童生徒に合った指導
内容、指導方法の改善が行
えたか。
●合わせている各教科等の
目標や指導内容を明確にし
て「日常生活の指導」を計
画・実施することができた
か。

●保護者対象の施設・作業所見
学会をもう１回実施を計画す
る。
●必要な研修会は参加者が増え
るよう、早目の周知、ＰＲを初
め、参加しやすい体制づくりを
工夫する。

●福祉セミナーや施設・作
業所見学会、進路指導通信
を通して福祉制度や関係機
関の持つ支援の専門性につ
いて情報発信に努めた。し
かし、保護者、教員からの
ニーズは多様である。

Ｃ

情
報
教
育
課

●福祉制度や関係機関の持
つ支援の専門性について情
報収集を行い、それを職員
で共有し、保護者に発信が
できたか。

●地域のニーズに対して、
適切な相談対応や的確な支
援ができたか。

●福祉制度や関係機関の持つ支援
の専門性について、職員、保護者
共に十分に把握できている人は少
ない。

●福祉制度や関係機関の
持つ支援の専門性につい
て、どの職員も、基本的
な説明ができる程度の知
識を有している。

●福祉セミナー、施設・作業所見学会
への職員参加を増やす働きかけをす
る。
●職員対象に研修会を開催し、制度の
改正点などの理解を推進する。。
●進路指導通信の充実に努め、保護者
や職員が興味・関心をもつ紙面づくり
をする。

●病弱教育及び肢体不自由
教育に関する自立活動研修
会が、授業の参考となり充
実していたか。

●幼児･児童･生徒の実態に
合わせて、学習や生活の中
でiPadを指導･支援として効
果的に活用する機会が増え
たか。

●身体への気づきや教材、支援機器等
を実際に使う演習を行う。
●病弱教育及び肢体不自由教育に関す
る授業実践を紹介したり、内容によっ
ては研修グループを分けて実施したり
する。

●情報教育課と連携して、iPad
を活用した研修会を実施する。
●前期は身体のアプローチや認
知について理論的な研修を行っ
た。後期は授業実践を基にし、
型別でグループ編成した研修会
を実施する。

Ｂ

●主訴やニーズを整理し、明確にす
る。
●他機関の持つ地域支援事業について
の知識を得、本校や他機関の持つ専門
性を生かし、必要に応じて連携を取
る。
●就学相談対応の流れを示す。

●地域支援活動や教育相
談活動を円滑に行い、
ニーズや課題に応じた効
果的な支援を行ってい
る。

●発達や障がい特性を踏まえた支
援について、専門的な意見や助言
を求められている。
●病弱教育に関する就学相談が多
い。

●終礼での講座や夏季休業
中の研修、自立活動通信を
通してiPadに関する基本的
な操作方法や活用について
紹介を行った。
●iPadの管理･活用に関する
校内規程を策定した。ま
た、職員のiPad活用リテラ
シー向上を図るため、iPad
活用に関する中核的な教員
を紹介し、相談や質問をし
たり助言を求めたりする先
を明確にした。

●学習達成度チェックリスト（国、数/
算）の提案と授業者支援会議での個々
の児童生徒に合った指導内容と指導方
法の改善をする。
●各教科等を合わせた指導についての
考え方や授業作りについての情報提供
を行う。
●学習の系統性と、教科等の目標や内
容の明確化の観点から、年間指導計画
の様式を見直す。

●iPadの効果的な活用の実践を進める
ため、活用の方法･意義を紹介する。
●iPadの活用に関するニーズに応えら
れる組織体制づくりをする。

●病弱学級が1年目ということで、
病弱教育に関する知識・理解につ
いては不足している。
●教職員の３分の１が異動したこ
とで、再度研修が必要なグループ
と、実践的な研修が必要なグルー
プがある。

●病弱学級の生徒の困り
感を理解するため、病弱
教育の自立活動について
紹介する。
●職員のニーズに応じた
研修会の実施がされてい
る。

●iPadをどのように活用してよい
のかイメージが不十分で、iPadの
活用実践が少ない。

●学力、障がい、またそ
の関係を的確に把握し、
各児童生徒に合った指導
内容、指導方法への改善
に役立てている。
●実践した「日常生活の
指導」について、合わせ
ている各教科等の目標や
指導内容が、年間指導計
画に明記されている。

●幼児･児童･生徒の実態
に合わせたiPadの活用方
法についての実践事例の
集約を進める。

●身体へのアプローチや教
材・支援機器等を使った演
習、経験年数に応じたグ
ループ編成などで研修会を
毎月実施した。
●病弱教育に関する実践を
研修会で取り上げたり、自
立活動通信で紹介したりし
た。

●客観的データに基づく公開授業
をグループ研と共同で行えたが、
主に単一に偏りがちである。
●どの教科等を合わせているかを
明確にして指導されつつあるが、
年間指導計画の様式は統一されて
おらず、小学部から高等部までの
学習の系統性という視点から見た
時に分かりにくい。

一人一人に視点
をあてた教育の
充実


